




























すべき施策として︑新しい提言をしました。そのなかの大きな柱は︑英語力です。ここまでできなければいけないといったことを︑あらためて政府はいっています。ちょっとした会話や︑海外旅行にでかけるくらいの英語 ︑最近の日本人はだ たいできるようになった︑しし︑グループのなかで自分の意見を発表して理解してもらうようなことは︑なかなかでき ︑そのため︑もっと英語 やる必要があるということで︑ますます英語教育に力がいれられているのが現状です。
これはあながち否定できないところもあります。世界の共通語は︑
今のところは英語です。共通語としての英 の現状
たまたま二日前 ︵三月八日︶ に早稲田大学で二日間にわたって ﹃国
際共通語としての英語について﹄ というシンポジウムが開催さ ました。そのシンポジウムで︑外国からこられた研究者が次のように っていました。 ﹁
これまでも共通語は世界にあった。たとえばラテン語



























通語としての英語﹂という言い方をします。もはやそうなっています。今後もっとそうなります。現在︑英語は母語でないのになんらかのかたちで使っ いる人たちは十六億人ほどいますが︑母語話者︑ネイティブ・スピーカーはたかだか四億人です。 はないが︑必要に迫られて使う人 数が圧倒的に多いわけで それが共通語としての英語の実態です。
そうなると︑英語自体が最近は変わってきていますし︑変わってい










6なることもあります。特に人間が移動する頻度と幅の広さもかつてないほどです。その結果として︑私が専門にしております翻訳学︑通訳学からいうと︑世界各国で通訳者 翻訳者への需要がかつてなく増しています。以前は 通訳というと︑会議通訳でした。今日のよう 立派な会議場で会議が行われる ︑た えば 日本語で話をすると︑それを同時通訳者が 英語なら英語︑フランス語ならフランス語に同時通訳して︑それを聞く という会議 が一番目立つ存在でした。しかし︑考え みると︑そのような会議に出席する人はごく一部で︑しかもエリートです。多くが専門分野を共有していますし︑そのような人たちはたいてい英語ができますので︑それほどコミュニケーションに支障をきた ません。
何が一番困るかというと︑世界の人たちが自由に動いた結果とし




























































フィリピンから来日した人たちが看護師として勤めて ます。この人たちは︑日本人と同じように︑日本 国家試験を受けて看護師の資格を取得して︑なるべく で看護師として働きたいという希望を持ってやってくるわけ す。そ て 介護 現場でも評判が大変よいのです。このような人たちはこれからも増えていくでしょう
それから︑ビジネスこそ英語で大丈夫でしょうと 日本人は思いが
ちです。楽天だって英語︑ユニクロだって英語を公用語にして るく
8らいだ︑と思いがちです。しかし︑日本の国内の企業で外国人を採用している企業は︑逆に︑日本語を共通語として仕事をしたほうがはるかにうまくいくということを学び始めています。特に日本をマーケットにして︑日本で仕事をする会社の場合︑社内でいくら英語を使用したってマーケットは日本なのですから︑外に出ていったら日本わなければなりません。いち ち翻訳する手間 省 て︑むしろ外国人の社員に日本語をきっちり学んでもらって社内の共通語は日本語するという試みが少 ずつ増えてきているのが現状です。
このようなことを踏まえると︑日本語を日本の共通語として︑外









て︑日本人はもっと熱心にやる必要があります。もちろん国立国語研究所もやっておられますが︑も と一般社会において日本語教育に対する関心が広がってもよい 思っています。政府が今︑ ﹁グローバル人材育成﹂ ということで︑英語 できる日本人を育てようとしています。それはそれで結構ですが もう一つ︑日本語ができるグローバル人材も育成したらいかがか︑と思い 。
私の分野からいいますと︑もっと数がほしいのは︑外国語を母語と
していて日本語をその外国語に通訳・翻訳してくれる人で 日本にいる日本の通訳者や翻訳者の多くは︑特に通 者は︑両方向の訳をします。つまり︑外国語から日本語︑日本語から外国語へ 専門が英語なら︑英語を日 語に通訳するだけでな 語から へも通訳します。でも︑ヨーロッパの規範では︑外国語から母語へ いう一方通行
が一番望ましいとされています。表現力が母語のほうが豊かだ














おられました。こ ようにして日本語を学んだ人もいるのです。学んだ人のなかで︑その後アメリカに帰ってモントレー国際大学院の日本語の通訳コースにはいって日本語の通訳者になるべく勉強している方が数名います。ですから長い目で見て︑日本語教育をじっくり行うことにより︑その人たちがいずれ日本語と外国語との同時通訳者になってくれる︑あるいは翻訳者 なってくれる ︑いろいろ 意味で日本の発信力もましますし︑日本という国がもっと多層的に理解されことになります。もちろん︑日本人が海外で通用するようなグロ バルコミュニケーション能力を身につけることも重要ですが︑ れだけでなく︑もう少し日本の人︑文化 社会を理解し らうため は︑長い時間はかかりますが︑日本 を学んでもらって世
界に発信してい




ことが苦手です。謙遜すぎるのか︑めんどうに思うのか︑ ﹁わからなけりゃ︑しょうがない﹂ みたいな態度をとりがちです。それでは︑これからのグローバル時代を生き抜くことはできません。相手にわかってもらい︑そして相 のこともわかるように努力をし︑そして︑お互い違うということを認めたうえで︑なんとか折り合い つけようとする。それが日常生活でも︑外交面でも今後ますます必要になると思います のための一つの手だてとして 日本語の重要性。これはわれわれ日本語の母語話者のなかでの日本語の重要性は今は触れず︑グローバル社会における 本語 重要性とい ことで︑日本語教育の大切さを︑英語専門の私がいう もおこがまし のですが あらためて問題提起しておきたいと思います。
ここで私
の話はおしまいとさせていただきます。
